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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
国
内
第
５
波
収
束
後
、
感
染
者
数
が
減
少
、
多
く
の
中
小
企
業
が
経
済

活
動
の
巻
き
返
し
を
図
っ
て
い
る
。
日
本
総
研
で
中
堅
・
中
小
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

手
が
け
て
き
た
川
谷
昇
平
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
と
、こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
と
は
違
う
フ
ェ
ー
ズ
、

す
な
わ
ち
本
格
的
な
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
移
行
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。「〝
コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
〟
か

ら
〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
〟
へ
」。
大
き
く
フ
ェ
ー
ズ
が
移
行
す
る
中
、
中
小
企
業
は
何
を
認
識
し
、

何
を
実
行
し
て
い
く
べ
き
か
、
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

“
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
元
年
”
に
打
つ
べ
き
手

マネジャー 川
かわ

谷
たに

 昇
しよう

平
へい
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コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
が

中
小
企
業
に
与
え
た
影
響

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
中
小

企
業
に
与
え
た
影
響
を
総
括
す
る
。

２
０
２
１
年
版
中
小
企
業
白
書
に

よ
る
と
、
２
０
２
０
年
に
お
い
て
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
４
・

８
％
減
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
次

ぐ
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
業
況
判
断

Ｄ
Ｉ
で
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
超

え
る
大
幅
な
低
下
。
中
小
企
業
の
売

上
高
は
２
０
１
９
年
以
降
は
減
少
傾

向
に
転
じ
た
中
で
さ
ら
に
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
超
え
る
減
少
。
中
小
企

業
の
経
常
利
益
は
減
少
に
転
じ
た
。

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
を
大
き
く
上
回
る
下
落
。
負
債

総
額
１
０
０
０
万
円
未
満
の
倒
産
件

数
は
前
年
比
23
％
増
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
増
加
ペ
ー
ス
を
上
回
っ
て
推

移
、
と
発
表
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

が
中
小
企
業
に
与
え
た
影
響
度
合
い

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
相
当
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
一
般
的
に
大
企
業
と
比
較
し

て
損
益
分
岐
点
比
率
が
高
く
（
売
上

高
減
少
の
耐
性
が
弱
い
）、
資
金
繰

り
が
厳
し
い
中
小
企
業
に
お
い
て
、

ナ
時
代
は
ど
の
よ
う
な
経
営
環
境
に

な
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
前
提
と
し
て
、
あ
く
ま
で
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
な
く
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
す
な
わ
ち
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の
環
境
に
は
戻
ら
ず
、
変
化
の
潮

流
は
継
続
す
る
と
考
え
る
。

中
小
企
業
経
営
に
お
け
る
代
表
的

な
機
会
と
し
て
、

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応
需
要
増
加

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

・
採
用
市
場
の
広
域
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応
需
要
と
は
、

非
対
面
・
非
接
触
に
ひ
も
づ
く
需
要

を
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
に
基

づ
く
顧
客
へ
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い

て
非
対
面
・
非
接
触
に
需
要
が
集
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
は
、
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
以
前
か
ら
Ｄ
Ｘ
と
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
大
き
な
ト
レ
ン
ド

と
な
っ
て
い
た
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
一
層
加
速
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
採
用
市
場
の
広
域
化

は
、
優
秀
な
人
材
が
都
市
部
に
集
中

す
る
傾
向
か
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

リ
ス
ク
を
鑑
み
、
地
方
で
仕
事
を
す

を
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
元
年
と
位
置
付
け

て
、打
つ
べ
き
手
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

お
い
て
企
業
は
変
化
し
て
き
た
わ
け

だ
が
、
あ
く
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

と
い
う
受
動
的
な
変
化
が
多
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
は
こ
の
経

営
環
境
変
化
に
便
乗
し
、
能
動
的
な

変
化
へ
果
敢
に
挑
み
、
自
社
の
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
を
加
速
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
こ

れ
ま
で
の
自
社
の
当
た
り
前
」
を

「
こ
れ
か
ら
の
当
た
り
前
（
自
社
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」
に
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
見
直
し
、
企
業
変
革
の
青
写
真

を
描
き
実
行
す
る
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
に
取

り
組
む
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
（
図

表
１
）。

オ
ー
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
強
い
傾
向
に
あ
る
中
小
企

業
に
お
い
て
、「
こ
れ
は
本
当
に
正

し
い
の
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
価
値
観
・
仕
組
み
・
仕
事
の

進
め
方
の
“
当
た
り
前
”
を
建
設
的

に
疑
い
、
改
め
る
こ
と
の
積
み
重
ね

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
勝
ち
抜
く
た

め
の
環
境
適
応
に
な
る
と
考
え
る
。

自
社
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

そ
の
環
境
変
化
に
ど
れ
だ
け
対
応
で

き
た
か
が
存
亡
の
分
か
れ
目
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
企
業
改
革
が
進
ん
だ
側
面

も
あ
る
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
に
し
て
い
た

経
営
課
題
に
着
手
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
企
業
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
が
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
支
援
し
た
中
小
企

業
Ａ
社
に
お
い
て
は
、
当
初
「
当
社

で
は
在
宅
勤
務
は
で
き
な
い
」
と
経

営
者
が
言
い
き
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
一
転
し
て
「
在
宅
勤
務
の
み

な
ら
ず
、
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
た

会
議
を
推
奨
す
る
」「
業
務
効
率
化

に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
大
い
に
投

資
す
る
」
と
考
え
方
を
変
え
、
こ
の

環
境
を
機
に
改
革
を
推
進
し
た
。
ま

た
、
Ｂ
社
に
お
い
て
も
「
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
が
久
し
ぶ
り
に
新
卒
採
用

が
か
な
っ
た
。
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
人
材
育
成
を

体
系
的
に
行
い
た
い
」
と
こ
の
環
境

変
化
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
仕
組
み

作
り
に
着
手
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
営
環
境

次
に
、
こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
兆
し
が
み
ら
れ

る
。
地
方
に
立
地
す
る
中
小
企
業
で

あ
っ
て
も
、
事
業
や
仕
事
の
魅
力
を

訴
求
す
る
こ
と
で
、
採
用
の
可
能
性

は
以
前
に
比
べ
て
高
ま
る
と
推
察
さ

れ
る
。

一
方
、
代
表
的
な
脅
威
と
し
て
、

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
非
対
応
需
要
減
少

・
予
測
不
能
な
事
業
停
止
の
可
能
性

・�（
社
内
外
問
わ
ず
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
希
薄
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

非
対
応
需
要
と
は
、
対
面
・
接
触
し

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
需
要
で
あ

り
、従
来
型
の
宿
泊・飲
食
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
が
代
表
例
で
あ
る
。
予
測
不

能
な
事
業
停
止
の
可
能
性
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
の
緊
急
事
態
宣
言

を
は
じ
め
と
す
る
国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
事
業
停
止
リ
ス
ク
で
あ
る
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

希
薄
化
は
、
非
対
面
・
非
接
触
が
進

む
に
つ
れ
て
、
リ
ア
ル
な
顧
客
接
点

機
会
の
減
少
に
よ
る
顧
客
離
れ
、
従

業
員
同
士
の
関
係
性
低
下
に
よ
る
組

織
力
の
弱
体
化
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
に
打
つ
べ
き
手

以
上
を
踏
ま
え
、
２
０
２
２
年

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定

す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
挙

げ
る
。

《
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
》

事
業　
既
存
事
業
に
磨
き
を
か
け
る

こ
と
も
大
事
だ
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
で
も
目
の
当
た
り
に
し
た

よ
う
に
、
既
存
事
業
が
い
つ
ま
で
も

成
り
立
つ
と
い
う
保
証
は
な
く
、
企

業
の
継
続
性
を
高
め
る
た
め
に
は
新

た
な
事
業
を
育
て
る
こ
と
に
絶
え
ず

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際

に
、
事
業
領
域
（
ド
メ
イ
ン
）
を
定

義
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
ド
メ

イ
ン
と
は
顧
客
側
か
ら
見
た
自
社
の

価
値
で
あ
り
、
例
え
ば
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
経
営
の
場
合
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
企
業
」「
健
康
増
進
企
業
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
定

義
す
る
こ
と
で
事
業
に
発
展
や
成
長

の
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
先
の
例
で
あ
れ
ば
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
限
ら
ず
、
自
宅
で
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
や
自
宅
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
の
開
発
・
販
売
と
い
っ
た
事
業

展
開
が
可
能
に
な
る
。

開
発　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
的

確
に
と
ら
え
た
開
発
の
在
り
方
が
求
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
全
社
的

な
経
営
課
題
を
検
討
し
、
経
営
層
に

提
言
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
現
経
営
陣
だ
け
で
は
思
い
つ
か

な
い
課
題
や
施
策
に
つ
い
て
斬
新
な

ヒ
ン
ト
を
得
て
経
営
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
に
加
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
の
経
営
感
覚
や
問
題
解
決

力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
こ
と

で
次
世
代
幹
部
育
成
に
役
立
つ
。

中
小
企
業
継
続
の
条
件
は
、
業

績
づ
く
り
と
人
づ
く
り
で
あ
る
。
大

き
な
変
化
の
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
社

員
を
思
い
切
っ
て
経
営
に
巻
き
込

み
、
自
社
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

２
０
２
２
年
の
経
営
方
針
に
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
。

《
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
領
域
》

組
織　
非
対
面
・
非
接
触
を
意
識
し

た
組
織
運
営
を
行
う
と
、
ど
う
し
て

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
組
織
運
営
が

通
用
し
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
特
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
強
い

会
社
ほ
ど
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
い
つ
も
会
社
で
手
取
り
足
取
り

指
示
を
出
せ
る
環
境
で
は
な
く
な
る

た
め
、
社
員
が
主
体
的
に
言
わ
れ
な

く
て
も
動
く
組
織
に
成
長
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
悪

い
わ
け
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
と
言
え

る
。

人
事　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
主
流
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
評
価
は
日
々
会
社
で
の
仕
事
ぶ
り

を
直
接
見
れ
ば
で
き
て
い
た
わ
け
だ

が
、
今
後
は
そ
れ
が
難
し
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
客
観

性
の
高
い
評
価
基
準
の
設
定
や
、
上

司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｔ　
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
が
一
層
加
速
し

て
く
る
世
の
中
で
、
Ｉ
Ｔ
は
個
別
業

務
で
は
な
く
、
会
社
全
体
で
つ
な
げ

て
考
え
る
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な

る
。
Ｉ
Ｔ
は
導
入
し
て
い
る
が
、
業

務
分
野
ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い
る
と

デ
ー
タ
の
二
重
登
録
や
紙
の
介
在
な

ど
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
や
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
意
思
決
定
を
阻
害
す
る
こ
と

に
な
る
。
全
社
最
適
の
観
点
で
Ｉ
Ｔ

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

財
務　
月
次
決
算
は
一
般
的
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
こ

と
が
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

中
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
を

平
時
で
も
実
践
し
て
お
く
こ
と
が
、

有
事
の
備
え
に
な
る
。
手
元
流
動
性

（
現
預
金
÷
月
商
）
の
目
標
を
定
め

て
キ
ー
プ
し
て
お
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
お
き
た
い
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

現
場
か
ら

最
後
に
、
日
々
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
通
じ
て
私
が
伝
え
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
づ
り
た
い
。私
は
、

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
中
堅
・
中
小
企

業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
経

営
者
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
知

恵
を
絞
り
、
微
力
な
が
ら
企
業
の
成

長
に
助
力
し
て
き
た
。
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
中
小
企
業
の
変
革
の
カ

ギ
は
、「
的
確
な
戦
略
を
描
く
こ
と

と
同
時
に
、
人
材
の
能
力
を
最
大
限

引
き
出
す
こ
と
」
に
あ
る
と
考
え

る
。
大
企
業
は
仕
組
み
で
動
く
の
に

対
し
、
中
小
企
業
は
人
そ
の
も
の
が

い
か
に
行
動
す
る
か
が
業
績
に
直
結

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
略
の
中
身

だ
け
で
な
く
、
そ
の
戦
略
を
組
み
立

て
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
い
か
に

社
員
の
本
音
に
耳
を
傾
け
、
参
画
さ

せ
、
主
体
性
を
持
た
せ
、
育
て
る
か

が
成
果
を
出
す
に
は
重
要
で
あ
る
。

私
が
専
門
と
す
る
代
表
的
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ー
ド
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る

（
図
表
２
）。
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ド
と
は

次
世
代
社
員
に
よ
る
疑
似
役
員
会
の

こ
と
で
あ
り
、
次
世
代
幹
部
候
補
で

め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
誰
に
」「
何

を
」「
ど
の
よ
う
に
（
提
供
す
る
か
）」

の
切
り
口
を
設
定
す
る
と
検
討
し
や

す
い
。
特
に
「
誰
に
」
を
具
体
的
に

定
義
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
こ
が

あ
い
ま
い
だ
と
商
品
や
提
供
方
法
が

ミ
ス
マ
ッ
チ
に
な
り
か
ね
な
い
。

販
売　

デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
の
開

設
・
強
化
は
、
非
対
面
・
非
接
触
が

求
め
ら
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
は
不

可
欠
な
課
題
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

チ
ャ
ネ
ル
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
限

ら
ず
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
広

告
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー
ル
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
は
24

時
間
稼
働
す
る
営
業
パ
ー
ソ
ン
で
も

あ
り
、
今
後
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
の

役
割
と
営
業
マ
ン
の
役
割
を
明
確
に

し
て
「
知
恵
」
を
使
っ
た
販
売
の
在

り
方
が
有
効
で
あ
る
。

生
産　
古
く
か
ら
の
取
引
で
信
頼
関

係
の
あ
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
安
定
し

た
供
給
は
企
業
の
生
命
線
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
な
い
が
、
有
事
の
際
の

リ
ス
ク
分
散
や
三
社
見
積
り
等
の
原

価
低
減
を
考
慮
す
る
と
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
裾
野
拡
大
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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■ 図表１　ニューノーマル・イノベーション戦略の策定例

■ �図表２　�
ジュニアボードの概要の策定例

従来の当たり前 自社版ニューノーマル 2022年以降取り組むべき施策

ビ
ジ
ネ
ス
領
域

事業 既存事業を
磨くべきだ

事業領域を設定し
成長すべきだ

▪ウィズコロナを踏まえた事業計画の見直し
▪ウィズコロナを踏まえたビジネスモデルの見直し
▪本業に軸足を置いた新規事業の早期収益化

開発 作れるものを
作るべきだ

顧客が求めている
ものを作るべきだ

▪マーケットリサーチの強化
▪�ニューノーマルにおける顧客ニーズの動向に合わせた
新商品開発
▪有事の際もベース収益が見込める新サービス開発

販売 営業は足で
稼ぐものだ

営業はネット＋知恵
で稼ぐものだ

▪デジタルチャネルを活用した顧客創造モデルの確立
▪限界利益を基軸とした販売目標設定とプライシング
▪販売促進費の抜本的な見直し

生産
既存の調達先を
専属にするもの
だ

数多くの調達先を
プールするものだ

▪サプライヤーの裾野拡大
▪生産工程の標準化、部署間連携の促進
▪多能工化、技能伝承

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
領
域

組織 組織は上位下達
で動くものだ

組織は自発的に
動くものだ

▪�社員の主体性を引き出し、問題解決のスピードを高め
るミドルアップ・ボトムアップ
▪管理職のマネジメントスタイルの見直し
▪体系的な教育システムの構築

人事 社員は会社で
働くものだ

社員はおのおのの
場所で働くものだ

▪�在宅勤務、フレックスタイムなど柔軟な働き方に対応
する労働環境・労務管理体制の整備
▪�フェイストゥフェイスを前提としていた評価制度の見
直し
▪�通勤交通費の実費支給、在宅勤務手当などの諸手当の
改廃

IT
IT は個別業務を
効率化するもの
だ

IT は会社全体を
効率化するものだ

▪ペーパーレス化、決裁ワークフローの電子化
▪個々のシステム連携によるシステムの全体最適化
▪テレワークを支える ITインフラの構築・充実化

財務 利益を管理する
ものだ

利益と資金繰りを
管理するものだ

▪損益と合わせて資金繰りの見える化
▪在庫コントロールの強化による資金繰り対策
▪�手元流動性（現預金÷月商）の向上による支払いリス
クヘッジ
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